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防腐剤 Pen.tachlorol恥enolを注入された木材の

玉硫酸パルプ蒸解
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pentachloropbeno1-はも･性や10年以上の耐用試験期間を経た標準木材防腐剤
I)

で,その特性の二,三は女の通 ｡であそ･.in･p･191OG,工業品は約 1750C,水に

- 難醇 (14pprri,200C),揮発性甚低く (0.0001nimHg,20OC),.有機溶剤に易滞で

あるから主として5%石油系溶液として使用せられ,,土木用材の如く高度の防腐を .

襲する向に笹 (海水杭には堆奨できない)木材 ft3̀につき5%溶液 6-10lbの加

･圧注入が推奨される̀が一般には冷液に1分以円乃至48時間の浸漬或は刷毛塗,吹付

塗等でよい･木材腐朽菌ならびに変色菌に対すろ殺菌濃度0･002･4%,就中 FoLT,LeS

a-os.us▲転対する他との比較で終 HgC1210･005･6%, NaFO･25%,2,6･dinitror＼

phedolO･023%,pe壷 chlorophenolO･.0酸 %と謂われる.然し有機水銀剤たと

えば phenylmercuryoleateは,はるかに pehtaqhlorophenolより強力で
2)

あるという報号もある.白蟻駆除防禦のため土壌中に混入しても蕃久的転有数であ

る･Na塩も市販されている･~与れは永静性 (26･1%,1250C)で あ.るから主として

糊液等水溶液の防腐に用いられるが,＼水静陸の ethylmercuryphosphateキ同

じくこのものの水溶液に趣 く短時間未乾燥材を浸漬して変色菌の防止をするに用い
3) /

られる.伐木直後の木口塗布には遊離71･ノ∴ ル石油溶液の方が良いか も知 れな
1

い･その他布,ロープ滞,油性水性つ,インナ,荏着剤等の防風 く雑草巌除等紅用V,･

られ苧･パルプ製紙工業に関して抄紙機系統に著しく繁殖するこ車のある程々の微

.生物の窟除 (slimeclontrbl)に ethylmerc,utryLphosphate と同じ･くしばし
4)･

ば用いられた･以上笹本防腐剤の概要である･本報告の目的は,パルプ原木の伐木

から蒸解に至る期間が長 く,輝朽,虫害,･褒材育変等を被 り易い材ヰ小雀木が長く

山積されるような事情隼於て,伐木直後の不日の臨席剤塗布,虚木場周辺の疲菌等
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が考慮された場合k,.本防腐剤は蒸解に妨害を及曙すことが少小であろIぅと考え･こ

れを確かめることとした.

'賛 故 や J′ 部 ノ

1.亜硫酸蒸解液に sodium pentachlorophenateが添加された場合 :Mon-

santo-社製hsodium pentachlorophenqte(商品名 SANTOBRITE)を用vIJた.

本品の濃度既知の水砕液を蒸解液に加えた.ェゾマツの alc.･ben2;.脱脂禾粉 1.5g

に蒸解液 15mlを加え,sealedtubeで 11200Cに 10hrs.加熱蒸解し,待ら帥

るパ)I,プは熱水,アルコ卒ルで洗液し,1,く}t･プ収量を求めた･

Tab.1

蒸解液の PCP*含量'% .o o.01 .0.1 0.5 ､

ヽ 48.75 48｣50 48.60 .50.50.

パルプ収量 ◆ %% .49.20, -49..10.-.49.50 51.24-.

48.97 49..50 49.00 51.や

*--Pentachloropher)ol. 義解液 :全SO26.00/0,caO1.00/0./

ITab.1によると義解液に PCP･が 0.1%の程度に加わっていても何の影響もな

.vlと思わるれ ･0.5%の場合は少し蒸解が遅らせられているように見えるが,遊離
I

亜硫酸が城少したためであ.るかも'しれな小･

2･sodium penta-chlorophenaや 水酵液を含覆したァツ材チップの亜硫酸蒸

解 ･･アカマツのチップを 芦×3×25mm の細棒状に細断レて SOdium.penta-/

chlorophenqte の水琴液に波圧の一丁に浸漬し木材中に亘及的均一に薬剤が分布す
【;i

るように含浸せしめて風乾後笹蒸解した.

Tab.2

義解 ‥全 SO26.0%.CaO1.0%,120oC.10hrs. ~
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Tab･2旺示すようにチ･ツプに合挽された sodium･･penta.chlorophenateは殆

ど何等の蒸解妨害を起さないようである.

3.peflaChlorophenol石油捧液を合浸したマツ材チップの亜硫酸蒸解 .･1-2I#-

の実験により pentachlorophenolそのも~のは亜硫酸蒸解に殆ど影響を与えた_い

ととを知?た･･然し pentachlorophenolは Na塩の水溶液 よ̀りも遊離フェソ -

ル石油静液の形で主として使用されるからその場合をも実興した･.石油静液は軽油

を蒸潤して沸点 200-2400の範囲をとりそれに pentac叫orophenム1を5%溶

解させ.(溶液濃度を規定アルカlJ溶液で滴定により定めた)て作 り,このものに前 L

記のチップを浸漬し,1夜風乾してから蒸解した.

Tab.･3

チ ップ 中の PCP % 0 -2.7 3.2

パルプ収量 %' 51.0∴●51.4 '､ 51.4

使用した溶剤はやゝな9▲

高沸点であるから1夜放

置しても溶剤が多量にチ

ップ中に残存しておっJた

-義解 :全SO26･0%,CaOl･00/0,･120oC,10hrs. ので蒸解液の浸透密臨書-I

,あるであろうと思われたが,̀殆どその影感吟ない.ようであった･蒸解後静定すれば

液の上層に多量の石油が分離して来ただけやあった.-Tab.3の含浸量は防輝に必 ,

一襲夜景より喋るかに大である･従つモチ､ツプに附着して来ろ僕の防腐剤は何の影響

_も与えたいのはもちろん,完全防腐木材として多量に PCP石油溶液を注入したも

めでも石如 ミ良質のものであれば蒸廃隼本質的な妨害を与えない-よう笹思われた･
t

i

-要 旨 な ら､ぴ に､結 論 .
J

pentachlorophenol或は pentachlorophepd と不漁とを防腐に必要な量よ

､り以上に (木材準乾畳に対レ3･皇%に至る)含浸したマツ材の亜硫酸蒸解を実験室

的に行ってこれらが本質的な蒸解妨筈を全然与えないことを認め衷･従ってパルプ

＼工場の原木に pentachlorophenolが附着或は含浸されていても大きな支障を阜

LぇなV､であろう.

Monsanto社嚢 PCP試料ならびに同社の賓料を与えられ牽き衰化成株式会.

社の厚意に深く謝意を表する.
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